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金武湾港

1. 概況

　金武湾港は、 沖縄本島中部の東海岸に位置し、 北の宜
野座村漢那から南の勝連半島まで1市1町1村にまたがる約
19,400haの広大な海域を有する湾港であり、湾口部から湾奥
部まで適度な水深があることなどから大型港湾として注目さ
れてきた。
　特に、屋慶名地区は周辺離島への連絡基地港及び漁港とし
て古くから利用され、また、戦前は水深が深いことから軍港
としても利用されていた。
　昭和40年代に入ると、ガルフ・アジア・ターミナル （現在
の沖縄ターミナル）が平安座島へCTS（石油貯蔵基地）の建

設、ガルフ石油（現在の沖縄出光㈱）が油槽所の建設を開始
し、昭和48年には沖縄石油基地㈱が平安座島・宮城島間を
埋立てCTSの建設を開始した。また､ 石川の赤崎地区にも
三菱鉱業セメント（現在の宇部三菱セメント）、沖縄電力等
が立地し、大型港湾としての発展の期待が高まった。
　沖縄の本土復帰とともに、琉球政府から沖縄県に移管され、
その後の石油元売り企業の稼働等により飛躍的に港湾取扱貨
物量が増大することになったことから、昭和49年4月には中
部開発の拠点として重要港湾に指定された。
　その後の金武湾港の港湾整備は、各港湾計画の整備目標に
従い、赤崎地区、天願地区及び金武地区へ石炭火力発電所等
が立地している。

〒900–8570　那覇市泉崎1–2–2
☎098–866–2395
URL：https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/

default_project/_page_/001/013/148/2-1.pdf
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2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路
輸出 内国航路
輸入 計

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出 284,666 100.0 284,666 100.0
輸入 2,741,887 100.0 2,562,577 93.5
計 3,026,553 100.0 2,847,243 94.1

移出 1,067,502 100.0 554,552 51.9 710 0.1

移入 1,395,879 100.0 451,086 32.3 894 0.1

計 2,463,381 100.0 1,005,638 40.8 1,604 0.1
合計 5,489,934 100.0 3,852,881 70.2 1,604 0.0

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出
輸入 179,310 6.5
計 179,310 5.9

移出 511,240 47.9 1,000 0.1

移入 943,899 67.6

計 1,455,139 59.1 1,000 0.0
合計 1,634,449 29.8 1,000 0.0

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 53 2,946,417 46 2,740,517 7 205,900
内航商船 878 2,273,693 15 951,956 2 13,000
自　　航
そ  の  他
合　　計 931 5,220,110 61 3,692,473 7 205,900 2 13,000

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船
内航商船 173 652,875 100 189,556 585 464,810 3 1,496
自　　航
そ  の  他
合　　計 173 652,875 100 189,556 585 464,810 3 1,496

最大入港船舶のトン数　　総トン（喫水　 m）
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3. 港湾施設

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
（専 　　　　　用）
金 武 地 区 沖 縄 電 力 14.6 285 60,000D/W

8.5 80 850D/W
平 安 座 北 地 区 沖縄ターミナル 31 525 500,000D/W

29 525 150,000D/W
2 87 50G/T

沖 縄 出 光 15.5 300 70,000D/W
11.5 238 20,000D/W
10.0 238 10,000D/W
6.5 128 3,000D/W

沖 縄 石 油 基 地 32 570 500,000D/W
30 570 300,000D/W
6.5 140 3,000D/W

5 50 500D/W
5 244 500D/W

天 願 地 区 沖 縄 電 力 5.0 100 1,400D/W 1 石炭
14 285 90,000D/W

赤 崎 地 区 ナ カ ン ヌ 興 業 6.5 150 3,000D/W 1 砂、砂利
宇部三菱セメント 6.5 150 3,000D/W 1 セメント
沖 縄 電 力 8.0 40 6,000D/W 1 重油
電 源 開 発 11 225 60,000D/W

2 76 60G/T

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地
　金武地区
　並里地区
　伊芸地区
　屋嘉地区
　天願地区
　〃
　〃
　〃
　屋慶名地区
　〃
　平安座南地区
　宮城地区
　伊計地区
　浜地区
　〃
　比嘉地区
　〃

2.5
2.0
1.0
1.0
2.5
2.0
1.5
1.0
3.0
2.5
2.5
2.0
2.0
3.0
2.0
2.5
1.5

9,330
11,397
1,828
1,950
5,594

15,066
4,041
5,040

17,100
15,900
75,330
9,530
6,705
3,678
7,724

18,102
290

はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場 – –
普通倉庫
　1～3類倉庫 – –
　危険品倉庫 – –
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） – –
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

– –

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路
　並里地区
　金武地区
　宮城地区
　平安座南地区
　天願地区
　屋慶名地区
　浜地区
　比嘉地区
　伊計地区
　屋嘉地区
　石川地区

380
1,396

395
1,447

572
1,760

187
373
153
83

466
新交通・鉄道 –
ヘリポート –

5.マリーナ
該当なし

4. コンテナターミナルの概要
該当なし
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9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

第十一管区海上保安本部中城海上保安部 〒904–2162　沖縄市海邦町3–45 098–938–7118
北部土木事務所 〒905–0015　名護市大南1–13–11 0980–53–1255
中部土木事務所 〒904–2155　沖縄市美原1–6–34（中部合同庁舎3F） 098–894–6510

8. ポートサービス
該当なし

6. 緑地
区　分

名　称
面　積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
平安座南地区 35,330 休憩緑地 平成13年

7. 基地港湾
該当なし
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